※本発表は2021 年7月27日に発表した英語版プレスリリースの抄訳です。
...................................................................................
SWIFT、新サービス「SWIFT Go」を提供開始、
迅速で効率的な国際小口決済を実現
................................................................................
· この新サービスは、強固なセキュリティを保ちつつ透明性の高い中小企業の事業資金及び個人の送金を数秒のうちに処理します。
· SWIFT Go は、SWIFTの戦略であるインスタントでフリクションのない国際送金を実現する重要な要素です。
· 7大グローバル銀行がこのサービスを実用化しています。
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2021年7月27日―ブリュッセル　本日SWIFTは、中小企業および個人の小口国際送金を、銀行口座から直接、低コストで迅速かつ安全で高い透明性を維持しながら処理する新サービス「SWIFT Go」の提供を発表しました。 7行合わせて年間3,300万件の小口送金を扱う7大グローバル銀行が既に本番稼働を実施しています。

SWIFT Goによって金融機関は、中小企業の海外サプライヤーへの支払いや個人間の国際送金をシームレスに提供することが可能になります。銀行間のサービスレベルアグリーメントの厳格化と送金データの事前検証によって、銀行はSWIFT Goを利用して処理時間とコストを抑えながら迅速かつ予測可能な決済サービスを提供することができます。

SWIFT Goは、大口送金の迅速化と予測可能性の向上をもたらしたgpi の基盤を用いて提供されています。このサービスは、世界200カ国・地域の40億の口座をカバーする11,000以上の金融機関を接続するSWIFTのネットワークを通じて、口座間でのインスタントな取引を可能にするというSWIFTの戦略の新たなマイルストーンとなります。また、高い成長率が見られる中小企業や消費者の決済セグメントにおける銀行の対応力を高めることができます。 

SWIFT のプロダクト部門最高責任者であるステファン・ジルダデール（Stephen Gilderdale）は次のように述べています。「SWIFT Goは、誰でも、どこでも、世界中で即座に安全にお金を送ることを可能にするという私たちのビジョンを達成するためのさらなる一歩です。この新しいサービスは、小規模企業や消費者のニーズに直接対応し、迅速、容易、予測可能、安全で競争力のある価格設定のクロスボーダー決済を実現するものです。この新サービスにより、銀行は、顧客にシームレスなエクスペリエンスを提供しながら、最も急速に成長している決済市場のセグメントのひとつで効果的な競争ができるようになります。」

SWIFT Goは、グローバルなSWIFTコミュニティと緊密に協力して開発され、次のような重要な特徴があります。
· スピード: より厳格な銀行間サービスレベルにより、処理時間が短縮されます。単一のフォーマットによりストレート・スルー・プロセッシング（STP）率が上昇し、事前検証によって遅延につながる要因が排除できます。
· 予測可能性: 決済の金額、所要時間、料金、為替レートが事前に把握でき、仕向・被仕向銀行が送金をリアルタイムで追跡できるようになります。
· 使いやすさ:ユーザーエクスペリエンスはシンプルで合理化されており、また必要な情報が事前に把握できます。厳密なネットワーク検証がSWIFT Goを用いた送金の開始および処理を容易にします。
· 価格競争力:顧客に完全な透明性を提供できるように、送金手数料は金融機関間で事前に合意されています。 STPの増加により、処理コストがさらに削減されます。
· セキュリティ:送金人も受取人も、強力なセキュリティを持つSWIFTネットワークを使って安心して送金・受取をしていただけます。


本番稼働を始めたグローバル銀行は、ビルバオ・ビスカヤ・アルヘンタリア銀行（BBVA）、バンク・オブ・ニューヨーク・メロン、 DNB、 MYBank、 Sberbank、ソシエテ・ジェネラル、ウニクレディトの7行です。

BBVAのクライアント・ソリューション部門のエンタープライズ・ペイメント・ストラテジー長であるラウフ・ソーシ（Raouf Soussi）氏は次のように述べています。「BBVAは、SWIFT Goに加入した初めての銀行のひとつであり、私たちは、中小企業と消費者が世界中でお金を移動する方法に革命をもたらすこのソリューションの可能性を強く信じています。当行は顧客に寄り添い、決済が目的地に迅速かつシームレスに到達することを保証するセキュアなサービスに価値があると考えます。」

バンク・オブ・ニューヨーク・メロンのダイレクト・クリアリング及びアセットサービスプロダクト部門長のイザベル・シュミット（Isabel Schmidt）氏は次のように述べています。「長年にわたり、消費者や中小企業が国際送金をする際にさまざまな問題を経験したことは周知の通りです。これらの問題は、例えば不透明な手数料と、受益者へいつ入金するかがわからないといったものがありました。このため当行は、これらすべての課題を克服し、顧客に競争力があり、シームレスかつ迅速で、予測可能な送金サービスを提供できるSWIFT Goを利用する最初の米銀になれたことをうれしく思います。」

MYBankの副頭取であるフェン・リアン（Feng Liang）氏は次のように述べています。「SWIFT gpiは、今や国際送金の標準となっており、SWIFT Goは中小企業の決済に同等の変革をもたらすと確信しています。SWIFT Goの採用が広がり、小口決済の業界標準として迅速に確立されることで、この業界の成長分野にシームレスでインスタントな取引が実現することを期待しています。」

ソシエテ・ジェネラルのキャッシュクリアリング＆コルレスバンキング部門長のジャン₋フランソワ・マズレ（Jean-François Mazure）氏は次のように述べています「顧客の決済スピードの迅速化に対する期待が進むにつれ、コルレス銀行業界は、中小企業と消費者の決済をより有利に処理するためのソリューションを必要としています。SWIFT Goは、そのニーズに完全に合致しており、これまで以上に迅速、予測可能で、シームレスかつフリクションのない小口国際送金を顧客に提供できるようになります。」

ウニクレディトのキャッシュマネジメント部門グローバル長兼グローバルトレードの共同責任者のラファエル・バリサック（Raphael Barisaac）氏は次のように述べています。「当行は、顧客に優れた成果をもたらすべく、決済イノベーションを推進して参りました。SWIFT Goへの参画についても誇りに思っています。SWIFT GoはSWIFT gpiが大口取引にもたらしたものと同様の処理時間、予測可能性、透明性の向上を小口決済にも展開できるものであると考えます。」

####


国際銀行間通信協会（SWIFT）について
SWIFTはメンバーによって保有されたグローバルな協同組合であり、安全な金融メッセージングサービスを提供するリーディングプロバイダーです。SWIFTは金融コミュニティに対し、通信に必要なメッセージングおよびその標準化を支えるプラットフォームのほか、決済ネットワークへのアクセスやシステムの統合・連携、認証、分析、規制コンプライアンス等にかかる製品およびサービスを提供しています。
SWIFTは200を超える国と地域における11,000以上の銀行、証券会社、市場インフラ、事業法人等をつなぐ通信プラットフォーム、および各種製品・サービスを提供しています。SWIFT自体は資金を保有せず、顧客の口座を管理しないものの、グローバル・コミュニティのユーザーに対し、金融メッセージを確実に交換する方法を提供することで安全なコミュニケーションを可能にします。これにより、国内外の金融取引に加え、世界中の貿易と商取引を支えています。
SWIFTは信頼できるプロバイダーとして卓越した運用を絶えず追求し、コミュニティによるサイバー攻撃への対処をサポートします。またコストを軽減し、リスクを削減し、業務の非効率をなくす方法を常に模索しています。当社の製品およびサービスは、コミュニティ内のアクセスと統合、ビジネス・インテリジェンス、参照データと金融犯罪コンプライアンスのニーズをサポートします。またSWIFTは国際・地域・国内レベルで金融コミュニティを取りまとめ、市場慣行の形成やスタンダードの定義、共通の関心分野に関する議論を推進しています。
SWIFTはベルギーに本社を置き、国際的なガバナンスと監督を通じて、組合体制の中立的かつグローバルな特性を発揮します。また、グローバルなネットワークを通じて、すべての主要な金融センターで積極的に活動を展開しています。


報道関係者からのお問い合わせ先
ウェーバーシャンドウィック　SWIFT担当　トウ、原田
03-5427-7411 / 03-5427-7383
swiftjapan@webershandwick.com
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